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研究成果の概要（和文）：  

英語話者の英語名詞句ピッチアクセント (基本周波数F0)パタン、日本人学習者の英

語文章音読における第１・第２フォルマント (F1とF2)による英語母音距離・空間、歯

擦音・破擦音の音圧、曖昧母音のF1とF2値、文レベルのF0ピッチパタン、実証的に

明らかにした。また、試行的に、aboutアクセントパタンを黄金パタンとして、その展開の

可能性を検討した。さらに、日本人吃音者と健常者を対象とした研究で音読における基本的音響

特徴を総合的に検討した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

This study investigated native English speakers’ pitch patterns of English noun phrases, 

Japanese speakers’ English cardinal vowel space spanned by Formants 1 and 2, amplitude 

of sibilants and affricates, F1 and F2 values schwa, and Fo patterns at the sentence level. 

The possibility for using the accent pattern of “about” as a golden pattern for Japanese 

speakers was discussed. Finally, the comprehensive fundamental acoustic features of 

Japanese stutterers and non-stutterers were examined. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 600,000 180,000 780,000 

2009 年度 500,000 150,000 650,000 

2010 年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

  年度  

総 計 1,600,000 480,000 2,080,000 

 
 
研究分野：心理言語学 
科研費の分科・細目：心理学・教育心理学 
キーワード：日英語音響特性、音読、英語学習、吃音者 
 
１．研究開始当初の背景 

日本人英語学習者の英語音読の音響的特徴 

についての研究は少ない状態であった。その

ため、日本式英語が本来の英語とどこが著し

く異なるのかがまったく不明であった。 
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日本人の英語音読および日本語音読におけ

る音響特徴を明らかにすることを目的とし

た。 

 

３．研究の方法 

スピーチアナライザーを用いて、日英語の音

読における F0, F1, F2,音圧、持続時間を測

定し、日英語比較、日本時人内比較をおこな

った。 

 

４．研究成果 

日本人を対象とした英語音読研究の成果 

英語名詞句ピッチパタンについて、主要部

の名詞にアクセントを置くのが基本である

が、まず英語範読においてたとえば、“real 

voice”のような場合、形容詞のピッチが高

くなる事例が多いことを示した。全体的には、

名詞高型が多いというわけではなく、これは

従来のとらえ方に修正をせまる。 

一方、日本人の英語音読においても、名詞

に常にアクセントがおかれることはなく、ど

のような場合に形容詞にアクセントがくる

かは必ずしも明快に規定できにくいことが

明らかになった。 

英語音読における母音の第１・第２フォル

マントにおける研究では、日英語話者間で大

きく異なることを示した。とくに曖昧母音の

場合、日本人話者は、母音空間が広がり、/a/

や/o/に準ずるような形態を呈することがわ

かった。また、逆に基本母音/i, u, a/が張

る空間は、日本人の空間は英語話者の空間よ

り小さく、これが日本人英語の母音の分かり

にくさの一因であることが示唆された。 

子音については、途中経過であるが、さま

ざまな点で日英語話者が異なり、どのように

体系的に違いを説明して、教育的示唆を出す

が残っている。いくつかの例として、日本式

英語の /b/ は、/m/と類似性が高く、閉鎖が

不完全である。同様に、/p/ と /b/ も似てい

るので、閉鎖が不完全であり、/p/ は、/b/ に

比べて、呼気が弱いので、両者の VOT の差、

音圧の差は、アメリカ英語に比べて小さいこ

とが示された。 

 摩擦音/s/については、とくに全体的な音圧

が英語話者に比べて20 dBくらい小さいこと

が判明した。これは、ベテランの英語教師が

気づいていた現象と思われるが、実際の数値

で示すことができ、今後の指導のための資料

となると思われる。ここでは、このように音

圧の低い/s/は、/f/または/Ө/と混同されること

が先行研究で明らかになっているので、この

点を踏まえて全体的な発音指導をどうする

か、という問題を出すにとどまった。 

試行的な課題としては、英語話者の中で日

本人英語学習者に近い発話をするほうを黄

金話者とし、音読発話の中から恣意的に … 

to about seven … を取り出し、日本英語話者

の音読の about と比較した。ここでは、語

頭の a を脱落させる非黄金話者をモデルに

して、a を削除し、/b/ の破裂をさせるとい

う学習のほうが容易であるという結論に至

った。この条件では、非黄金話者の about が

黄金語になる。しかし、… says about eighty 

… は、黄金話者も非黄金話者も a の脱落が

なく、日本英語からほぼ等距離にあり、上述

の方法が必ずしも適切ではないように見え

る一方、日本英語では、says の語尾で母音

挿入またはその母音の無声化が生じ、a 削除

の有効性は維持される。英語母語学習では、

英語児の語頭弱母音の脱落が基本であるこ

とを考慮すると、日本人英語学習者も、それ

に準じた学習が効率的であり、議論は、縮

約・縮小形へ展開する。学習者の相性のよい

黄金話者を選ぶという発想は、これまでまっ

たくなかったが、さらに１歩進んで、モデル

話者を問わず、縮約・縮小形に注目した黄金



 

 

語句の探求が目標になることを提案した。 

健常者と吃音者の音読 

 吃音者は、不安による調音障害と考えられ

る点を踏まえ、聞き手なし条件と聞き手あり

条件で、吃音生起率、音読速度、VOT、母音

空間などの比較をおこなった。これらは、日

本語吃音者の研究が少ないため、緒についた

ばかりであり、現在も継続的に研究をおこな

っているところである。 
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